
大腿骨近位部骨折患者に対する早期リハビリテーション
(術後4日以内)の実施率

指標の説明と定義
　早期回復、早期退院に向けて、術後翌日から座位をとらせ、早期から起立・歩行を目指して
下肢筋力強化訓練を行うことが重要になります。

分子 分母のうち、手術当日から数えて4日以内に「H002$ 運動器リハビリテーション料」
が算定された患者数

分母 大腿骨頚部または大腿骨転子部にかかわる手術を施行した退院患者数

指標の種類と値の解釈
　プロセス
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